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本書の対象読者は、Oracle VM Server をインストールするシステム管理者です。このド

キュメントでは、Oracle VM Server のダウンロードとインストールについて説明します。

内容は以下のとおりです。 

� インストール前のタスクと前提条件 

� CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール 

� 他のソースからのOracle VM Serverのインストール 

� Oracle VM Serverのアップグレード 

� ドキュメント・アクセシビリティ 

1 インストール前のタスクと前提条件 
Oracle VM Server のインストールを開始する前に、ご使用のコンピュータがハードウェア

とソフトウェアの最小要件を満たしていることを確認してください。この項には、以下の

トピックが含まれます。 

� ハードウェア要件 

� ソフトウェア要件 

� ネットワーク要件 

� ソフトウェアの取得 

1.1 ハードウェア要件 
Oracle VM Server は、x86（i686）および x86_64 プロセッサを搭載したコンピュータをサ

ポートします。これには、すべての Intel Pentium Pro およびそれ以降のプロセッサと、す

べての AMD Athlon/Duron およびそれ以降のプロセッサが含まれますが、Pentium 4 または

Athlon 以上の CPU を使用することが推奨されています。 

ハードウェアの仮想化に対応した（未修正の）ゲスト・オペレーティング・システム

（Microsoft Windows など）の場合、ハードウェアの仮想化をサポートする CPU が必要で

す。これには、Intel Pentium D/Core/Core2/Xeon モデルと AMD Athlon/Opteron モデルが含

まれます。また、この機能を BIOS で有効化する必要があります。ハードウェアの仮想化

がサポートされているかどうか、また BIOS での有効化方法については、ご使用のプロ

セッサ・ドキュメントを参照してください。 

複数のゲストを実行する場合、デュアル・コア CPU または複数の CPU を使用することが

推奨されています。 

最小のメモリー要件は 1GB RAM ですが、2GB RAM を搭載したコンピュータの使用が推

奨されます。ゲストのメモリー要件は、ゲスト・オペレーティング・システムごとに異な

ります。ゲスト・オペレーティング・システムについては、個別にメモリーのサイズ設定

を行ってください。 
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1.2 ソフトウェア要件 
ソフトウェアの前提条件はありません。Oracle VM Server には、小規模な Linux ベースの

管理オペレーティング・システムが含まれます。以前のすべてのオペレーティング・シス

テムとデータは、Oracle VM Server のインストール中に失われます。 

任意のオペレーティング・システムまたは以前の仮想化環境からの移行は、このリリース

ではサポートされていません。 

1.3 ネットワーク要件 
静的 IP アドレスのマシンに Oracle VM Server をインストールすることが推奨されます。マ

シンで DHCP を使用している場合、DHCP サーバーを構成して静的 DHCP アドレスを割り

当てる必要があります。これによって、ホストが同じ IP アドレスを常に受信できます。

DHCP リースの有効期限によって IP アドレスが変更される環境で使用する場合、Oracle 
VM Server ホストは未定義の動作になります。 

1.4 ソフトウェアの取得 
Oracle VM Server ソフトウェアを準備していない場合、以下の URL から Oracle VM Server
の ISO ファイルをダウンロードしてください。 

http://www.oracle.com/virtualization

Oracle VM Server の ISO ファイルからブータブル CD-ROM を作成します。 

さまざまなソースから Oracle VM Server をインストールできます。 

� ローカル CD-ROM 

� ハードディスク・ドライブ 

� NFS サーバー 

� FTP サーバー 

� HTTP サーバー 

CD-ROMからOracle VM Serverをインストールするには、"2 CD-ROMからのOracle VM 
Serverのインストール"を参照してください。 

ハードディスク・ドライブ、NFSサーバー、FTPサーバー、またはHTTPサーバーから

Oracle VM Serverをインストールするには、"3 他のソースからのOracle VM Serverのインス

トール"を参照してください。 

2 CD-ROM からの Oracle VM Server のインストール 
CD-ROM から Oracle VM Server をインストールするには、以下の手順に従います。 

1. Oracle VM Server CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。 

2. Oracle VM Server CD-ROM がセットされているコンピュータをブートします。 

3. Oracle VM Server画面が表示されます。 

2 

http://www.oracle.com/virtualization


 

[Enter]を押して、インストールを開始します。1 分間キーを押さなかった場合、イン

ストーラが自動的に起動します。インストーラは、テキスト・モードでのみ使用でき

ます。 

4. CD Found画面が表示されます。 

 

CD-ROMが正しく作成されているかを確認する場合、インストーラを使用してエ

ラー・テストを実行できます。CD-ROMをテストするには、「OK」を選択し、[Enter]
を押します。CD-ROMがテストされ、エラーが通知されます。 

メディア・テストをスキップしてインストールを続行するには、「Skip」を選択し、

[Enter]を押します。 

5. Keyboard Selection画面が表示されます。 
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使用できるオプションのリストからキーボード・レイアウト・タイプ（米語のusな
ど）を選択します。選択したキーボードは、オペレーティング・システムのデフォル

トのキーボードになります。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

6. 既存のOracle VM Serverインストールがコンピュータに存在する場合、System to 
Upgrade画面が表示されます。 

 

「Reinstall System」を選択して、既存のインストールを上書きします。 

「Oracle VM Server 2.1 (disk)」を選択して、既存のインストールをアップグレードし

ます。アップグレード手順は、"4. Oracle VM Serverのアップグレード"で説明されてい

ます。「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

7. Partitioning Type画面が表示されます。 
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以下の操作を選択します。 

� すべてのパーティションの削除および新しいデフォルト・パーティション・レイ

アウトの作成 

� すべての Linux パーティションの削除および新しいデフォルト・パーティショ

ン・レイアウトの作成 

� 選択したドライブの空き領域を使用した新しいデフォルト・パーティション・レ

イアウトの作成 

� カスタム・パーティション・レイアウトの作成 

オラクルでは、デフォルト・パーティション・レイアウトの使用を推奨しています。 

注：Oracle VM Serverインストーラはテキスト・モードでのみ実行可能なので、

LVM（論理ボリューム・マネージャ）は設定できません。LVM構成を行う場合、

[Alt]を押しながら[F2]キーを押してターミナルを使用し、lvmコマンドを実行し

ます。Oracle VM Serverインストーラに戻るには、[Alt]を押しながら[F1]キーを押

します。 

インストールに使用するドライブを選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

8. パーティションの削除を選択した場合、パーティション（パーティションに格納され

ているデータを含む）の削除を確認するWarning画面が表示されます。 
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「Yes」を選択し、[Enter]を押します。 

9. Review Partition Layout画面が表示されます。 

 

パーティション・レイアウトを確認しないでデフォルト・パーティション・レイアウ

トを受け入れる場合、「No」を選択し、[Enter]を押します。 

パーティション・レイアウトを確認する場合は、「Yes」を選択し、[Enter]を押します。 

Partitioning画面が表示されます。 
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パーティション・レイアウトを確認し、任意の変更を行います。 

「OK」を選択し、[Enter]を押して変更を保存します。 

10. Boot Loader Configuration画面が表示されます。 

 

ブート・ローダーのインストール場所として、「Master Boot Record (MBR)」または

「First sector of boot partition」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

11. Oracle VM Server Management Interface画面が表示されます。 
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コンピュータの管理に使用するネットワーク・インタフェースを選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

12. Network Configuration for ethn画面が表示されます。 

 

コンピュータで静的 IP アドレスを使用している場合、IPv4 または IPv6、あるいはそ

の両方を有効にするかどうかを選択します。コンピュータの IP アドレスと接頭辞

（ネットマスク）を入力します。NFS ドライブを使用してインストールを実行してい

る場合、IPv4 の詳細を入力する必要があります。IPv4 サポートは、デフォルトで有効

です。 

コンピュータでDHCPを使用してIPアドレスを割り当てる場合、「Use dynamic IP 
configuration (DHCP)」を選択します。Oracle VM ServerでのDHCPの使用について、

詳しくは"1.3 ネットワーク要件"を参照してください。 

コンピュータをブートするたびにネットワーク構成を有効にするかどうかを選択しま

す。これは、デフォルトで有効です。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 
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13. Miscellaneous Network Settings画面が表示されます。 

 

Gateway、Primary DNS、および Secondary DNS（オプション）の各フィールドを入力

します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

14. Hostname Configuration画面が表示されます。 

 

マシンに固有のホスト名がある場合、「manually」を選択し、ホスト名またはIPアド

レスを入力します。 

マシンでDHCPを使用してホスト名を割り当てる場合、「automatically via DHCP」を

選択します。Oracle VM ServerでのDHCPの使用について、詳しくは"1.3 ネットワーク

要件"を参照してください。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

15. Time Zone Selection画面が表示されます。 
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オペレーティング・システムでCoordinated Universal Time（UTC）を使用している場

合、「System clock uses UTC」を選択します。 

コンピュータの物理的な場所にもっとも近い都市を選択して、タイムゾーンを選択し

ます。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

16. Oracle VM Agent password画面が表示されます。 

 

Oracle VM Agentに使用されるパスワードをPasswordフィールドに入力します。Oracle 
VM ServerとOracle VM Server内で実行される作成したゲストを管理および監視するた

め、このパスワードは、Oracle VM Managerによって使用されます。 

パスワードをPassword（confirm)フィールドに再入力します。 

パスワードの文字は、画面に反映されません。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。2 つのパスワードが一致しない場合、インス

トーラが再入力を求めます。 
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17. Root Password画面が表示されます。 

 

rootユーザーのパスワードをPasswordフィールドに入力します。rootユーザーのパ

スワードは、少なくとも 6 文字以上にする必要があります。 

パスワードをPassword (confirm)フィールドに再入力します。 

パスワードの文字は、画面に反映されません。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。2 つのパスワードが一致しない場合、インス

トーラが再入力を求めます。 

18. Installation to begin画面が表示されます。 

 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。インストーラは、Oracle VM Serverをインス

トールおよび構成します。 

19. すべてのファイルがインストールされて構成が完了すると、Complete画面が表示され

ます。 
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Oracle VM Server CD-ROM を取り出します。 

「Reboot」を選択し、[Enter]を押します。コンピュータがリブートします。 

20. End User License Agreement画面が表示されます。 

 

ライセンス契約を確認します。ライセンス契約の条項に同意する場合、「Agree」を

選択し、[Enter]を押します。 

21. Oracle VM Server ログイン・プロンプトが表示されます。 
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インストール中に設定したパスワードを使用して、root として Oracle VM Server に
ログインします。 

Oracle VM Server のインストールが完了します。Oracle VM Agent が自動的に起動し、コン

ピュータがリブートされるたびに再起動されます。 

注：インストール・ログは、/root/install.logにあります。インストールに

失敗した場合は、原因を特定するためにこのログ・ファイルを確認します。 

3 他のソースからの Oracle VM Server のインストール 
この項では、ハードディスク・ドライブ、NFS サーバー、FTP サーバー、または HTTP
サーバーからの Oracle VM Server のインストールについて説明します。この項のすべての

インストールは、インストールに使用される場所で Oracle VM Server の ISO ファイルを使

用できることが前提とされています。Oracle VM Server をインストールするには、以下の

手順に従います。 

1. Oracle VM Server CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。 

2. Oracle VM Server CD-ROM がセットされているコンピュータをブートします。 

3. Oracle VM Server画面が表示されます。 
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boot:プロンプトで、以下を入力します。 

linux askmethod 

[Enter]を押します。 

4. Keyboard Type画面が表示されます。 

 

使用できるオプションのリストからキーボード・レイアウト・タイプ（米語のusな
ど）を選択します。選択したキーボードは、オペレーティング・システムのデフォル

トのキーボードになります。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

5. Installation Method画面が表示されます。 

14 



 

インストール場所の選択に関連する項を参照して、インストールを続行します。 

� 3.1 ハードディスク・ドライブからのOracle VM Serverのインストール 

� 3.2 NFSイメージからのOracle VM Serverのインストール 

� 3.3 FTPサーバーからのOracle VM Serverのインストール 

� 3.4 HTTPサーバーからのOracle VM Serverのインストール 

3.1 ハードディスク・ドライブからの Oracle VM Server のインストール 
ハードディスク・ドライブから Oracle VM Server をインストールするには、以下の手順に

従います。 

1. インストール方法のリストから「Hard drive」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

2. Select Partition画面が表示されます。 
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Oracle VM ServerのISOファイルを含むパーティションを選択します。パーティション

は、EXT2 またはVFATファイル・システムでフォーマットする必要があります。論理

ボリュームにはできません。任意のパーティションがリストにない場合、[F2]を押し

て追加のデバイスを構成します。 

Oracle VM ServerのISOイメージを含むディレクトリをDirectory holding imagesフィール

ドに入力します。Oracle VM ServerのISOファイルがパーティションのルート（最上

位）ディレクトリにある場合、/（スラッシュ）を入力します。Oracle VM ServerのISO
ファイルが、マウントされたパーティションのサブディレクトリにある場合、その

パーティション内のファイルを含むディレクトリの名前を入力します。たとえば、

Oracle VM ServerのISOファイルがマウントされているパーティションが/myhome/で、

Oracle VM ServerのISOファイルが/myhome/new/にある場合、/new/を入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

"2 CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール"の手順 7 を参照して、インストールを

続行します。 

3.2 NFS イメージからの Oracle VM Server のインストール 
Oracle VM Server の ISO ファイルまたはミラー・イメージのある NFS（Network File System）

ドライブから Oracle VM Server をインストールできます。NFS ドライブから Oracle VM 
Server をインストールするには、以下の手順に従います。 

1. インストール方法のリストから「NFS image」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

2. Configure TCP/IP画面が表示されます。 

 

マシンで固有のIPアドレスを使用している場合、Enable IPv4 supportの「Manual 
configuration」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 supportの「Manual 
configuration」を選択します。IPv4 の詳細を入力する必要があります。 

マシンでDHCPを使用してIPアドレスを割り当てる場合、Enable IPv4 supportの
「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 
supportの「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。Oracle VM Serverでの

DHCPの使用について、詳しくは"1.3 ネットワーク要件"を参照してください。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 
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3. Manual configurationを選択した場合、Manual TCP/IP Configuration画面が表示されま

す。 

 

IPv4 address、IPv6 address、Gateway、およびName Serverを入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

4. NFS Setup画面が表示されます。 

 

NFSサーバーのドメイン名またはIPアドレスをNFS server nameフィールドに入力しま

す。 

NFS サーバーが Oracle VM Server インストール・ツリーのミラーをエクスポートして

いる場合、インストール・ツリーのルートを含むディレクトリを入力します。NFS
サーバーが Oracle VM Server の ISO ファイルをエクスポートしている場合、ISO ファ

イルを含むディレクトリを入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 
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"2 CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール"の手順 7 を参照して、インストールを

続行します。 

3.3 FTP サーバーからの Oracle VM Server のインストール 
FTP サーバーから Oracle VM Server をインストールするには、以下の手順に従います。 

1. インストール方法のリストから「FTP」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

2. Configure TCP/IP画面が表示されます。 

 

マシンで固有のIPアドレスを使用している場合、Enable IPv4 supportの「Manual 
configuration」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 supportの「Manual 
configuration」を選択します。IPv4 の詳細を入力する必要があります。 

マシンでDHCPを使用してIPアドレスを割り当てる場合、Enable IPv4 supportの
「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 
supportの「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。Oracle VM Serverでの

DHCPの使用について、詳しくは"1.3 ネットワーク要件"を参照してください。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

3. Manual configurationを選択した場合、Manual TCP/IP Configuration画面が表示され

ます。 
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IPv4 address、IPv6 address、Gateway、およびName Serverを入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

4. FTP Setup画面が表示されます。 

 

FTPサーバーのドメイン名またはIPアドレスをFTP site nameフィールドに入力しま

す。 

アーキテクチャのバリアント・ディレクトリを含むディレクトリの名前をOracle VM 
Server directoryフィールドに入力します。たとえば、FTPサーバーに次のディレクト

リが含まれる場合 

/mirrors/ovs/arch/variant/ 

以下を入力します。 

/mirrors/ovs/i386/Server 
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システムのアーキテクチャ・タイプ（i386、ia64、ppc、s390x など）に arch を置き換

えます。また、インストールしているバリアント（Client、Server、Workstation など）

に variant を置き換えます。 

FTPサーバーにアクセスするログイン資格証明を入力する必要がある場合、「Use 
non-anonymous ftp」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

5. Use non-anonymous ftpを選択した場合、Further FTP Setup画面が表示されます。 

 

Account nameフィールドにFTPサーバーのユーザー名、PasswordフィールドにFTP
サーバーのパスワードを入力します。「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

"2 CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール"の手順 7 を参照して、インストールを

続行します。 

3.4 HTTP サーバーからの Oracle VM Server のインストール 
HTTP サーバーから Oracle VM Server をインストールするには、以下の手順に従います。 

1. インストール方法のリストから「HTTP」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

2. Configure TCP/IP画面が表示されます。 
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マシンで固有のIPアドレスを使用している場合、Enable IPv4 supportの「Manual 
configuration」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 supportの「Manual 
configuration」を選択します。IPv4 の詳細を入力する必要があります。 

マシンでDHCPを使用してIPアドレスを割り当てる場合、Enable IPv4 supportの
「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。また、オプションでEnable IPv6 
supportの「Dynamic IP configuration (DHCP)」を選択します。Oracle VM Serverでの

DHCPの使用について、詳しくは"1.3 ネットワーク要件"を参照してください。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

3. Manual configurationを選択した場合、Manual TCP/IP Configuration画面が表示され

ます。 

 

IPv4 address、IPv6 address、Gateway、およびName Serverを入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

4. HTTP Setup画面が表示されます。 
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HTTPサーバーのドメイン名またはIPアドレスをWeb site nameフィールドに入力しま

す。 

アーキテクチャのバリアント・ディレクトリを含むディレクトリの名前をOracle VM 
Server directoryフィールドに入力します。たとえば、HTTPサーバーに次のディレク

トリが含まれる場合 

/mirrors/ovs/arch/variant/ 

以下を入力します。 

/mirrors/ovs/i386/Server 

システムのアーキテクチャ・タイプ（i386、ia64、ppc、s390x など）に arch を置き換

えます。また、インストールしているバリアント（Client、Server、Workstation など）

に variant を置き換えます。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

"2 CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール"の手順 7 を参照して、インストールを

続行します。 

4 Oracle VM Server のアップグレード 
この項では、以前のインストールから Oracle VM Server をアップグレードする方法につい

て説明します。Oracle VM Server をアップグレードするには、以下の手順を実行します。 

1. "2 CD-ROMからのOracle VM Serverのインストール"または"3 他のソースからのOracle 
VM Serverのインストール"の手順を実行して、Oracle VM Serverインストーラを起動し

ます。System to Upgrade画面が表示される場合、以下の手順を使用してアップグレー

ドを実行します。 

2. 既存のOracle VM Serverインストールがコンピュータに存在する場合、System to Upgrade
画面が表示されます。 
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「Oracle VM Server 2.1 (disk)」を選択して、既存のインストールをアップグレードし

ます。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

3. Upgrade Boot Loader Configuration画面が表示されます。 

 

既存のブート・ローダーを更新するには、「Update boot loader configuration」を選択

します。ブート・ローダーを変更しない場合は、「Skip boot loader updating」を選択

します。新しいブート・ローダーを作成するには、「Create new boot loader configuration」
を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

「Create new boot loader configuration」を選択した場合、Boot Loader Configuration
画面が表示されます。 
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GRUBブート・ローダーを使用するには、「Use GRUB Boot Loader」を選択します。

ブート・ローダーを作成しない場合は、「No Boot Loader」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

No Boot Loaderを選択すると、Skip Boot Loader画面が表示されます。ブート・ロー

ダーをインストールして使用することを強く推奨します。「Yes」または「No」を選

択して、選択項目を確認します。 

Use GRUB Boot Loaderを選択すると、Boot Loader Configuration画面が表示されます。 

 

追加のブート・オプションをカーネルに渡す場合、この画面でオプションを入力しま

す。強制的にLBA32 を使用する場合、「Force use of LBA32 (not normally required)」を

選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

Boot Loader Configuration画面が表示されます。 
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ブート・ローダー・パスワードを設定してマシンのセキュリティを向上させる場合、

「Use a GRUB Password」を選択し、Boot Loader Passwordフィールドにパスワード

を入力して、Confirmフィールドにパスワードを再入力します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

Boot Loader Configuration画面が表示されます。 

 

ブート・ローダーのインストール場所として、「Master Boot Record (MBR)」または

「First sector of boot partition」を選択します。 

「OK」を選択し、[Enter]を押します。 

4. Upgrade to begin画面が表示されます。 
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「OK」を選択し、[Enter]を押します。インストーラは、Oracle VM Serverをインス

トールおよび構成します。 

5. すべてのファイルがインストールされて構成が完了すると、Complete画面が表示され

ます。 

 

CD-ROM ドライブからアップグレードを実行した場合、Oracle VM Server CD-ROM を

取り出します。 

「Reboot」を選択し、[Enter]を押します。コンピュータがリブートします。 

Oracle VM Server ログイン・プロンプトが表示されます。 

Oracle VM Server のアップグレードが完了します。 

注：インストール・ログは、/root/upgrade.logにあります。インストールに失敗し

た場合は、インストールの問題の原因を特定するためにこのログ・ファイルを確

認します。 
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5 ドキュメント・アクセシビリティ 
オラクルは、製品、サービス、およびサポート・ドキュメントを障害のあるお客様にも簡

単に使用していただくことを目標にしています。そのため、当社のドキュメントには、ア

システィブ・テクノロジを使用するお客様に情報を提供する機能が含まれています。この

ドキュメントは、HTML形式で提供されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスでき

るためのマークアップが含まれています。アクセシビリティの標準は進化し続けており、

オラクルは当社のドキュメントをすべてのお客様が利用できるように、市場をリードする

他の技術ベンダーと積極的に関与して技術的な問題に対処しています。詳しくは、Oracle 
Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/accessibility/を参照

してください。 

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティ 

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを常に正しく読み取るとは

限りません。コード表記規則では、右中括弧は別の空の行へ記す必要があります。ただし、

スクリーン・リーダーによっては、括弧または中括弧のみを含むテキスト行を読み取らな

い場合があります。 

ドキュメント内の外部Webサイトへのリンクのアクセシビリティ 

このドキュメントには、オラクルが所有または管理しない他の企業または組織の Web サイ

トへのリンクが含まれる場合があります。オラクルは、それらの Web サイトのアクセシビ

リティに関する評価や言及は行いません。 

Oracleサポート・サービスへのTTYアクセス 

オラクルは、米国内では年中無休で 24 時間、Oracle サポート・サービスへのテキスト電

話（TTY）アクセスを提供しています。TTY サポートへは、800-446-2398 へお電話くださ

い。米国外からは、+1-407-458-2479 へお電話ください。 
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